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春分の日を過ぎ関東では桜の開花も進んでいます。小千谷でも雪解けが進み、場所によって異なりますが、防災公

園の雪もほとんどなくなり、よりどころには「フキノトウ」も並びはじめました。東夢協では新たなメンバーが加わり、新

年度を迎えるための準備をすすめています。「暑さ寒さも彼岸まで」とはいっても、肌寒い日もあり、一直線に春に進

むわけではないので、体調を崩さないようにご注意ください。

地域おこし協力隊員着任のご挨拶

この度、東夢協に地域おこし協力隊のインターンとし

て加入した広井純と申します。広島からこの東小千谷

の地へ遠方から引っ越してきました。小千谷には母の

実家があるため、子供の頃はよく夏休みに小千谷へ

帰省していました。その時に小千谷の魅力に気づき、

その魅力を広めたいと思い、東小千谷での活動を希

望しました。

インターン期間を経て正式採用された後は、任期の

3年間に「よりどころ」のショップ運営で地域住民の方々

のお役に立つことや、高齢者の移動支援やイベント

の運営などを務めて参ります。大学時代にはバドミン

トンの部活に参加しており、体力的には自信があるの

で「ねこの手除雪応援隊員」としても活動していきます。

また、商品を提供してくださった農家の方々のために、

よりどころの特産品のプロモーションや、東小千谷に若年層を巻き込んだ幅広い年齢層が

参加できる新たなイベントを企画し、そのプロモーションをInstagramやTwitterなどのSNSを

活用して若い世代の方々にも発信していきたいと考えております。

地域おこし協力隊としての3年間の任期を終えた後も小千谷に定住し続けたいと考えてお

り、小千谷市の魅力を県外や海外の方に発信し、地域活性化につながるお仕事ができたら

いいなと考えております。普段はよりどころで勤務しておりますので、もし見かけましたら

気軽にお声掛けください。どうかご支援のほどよろしくお願い致します。

地域おこし協力隊 広井純
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４月～５月の主催イベント

４月 ６日 オカリナ教室

４月２０日 オカリナ教室

＜発行者＞ とうむきょう

東小千谷夢あふれるまちづくり活性化協議会 （東夢協）
代表者: 会長 新保 和之 （編集者 金井 信雄）

住所 小千谷市東栄１－５－３ （金子タンス店向い）

問合せ先 ☎ ８３－４１９４ （月～金、10:00～16:00）

２月２５日、東夢協の観光事業である「雪国の暮ら

し体験観光」コースを実施しました。参加者は神奈

川県から日帰りで来られたＹさんです。Ｙさんは雪

かきのボランティアをしたいという希望がありました

が、雪かきの経験が無かったため、まずは体験を

したいと参加申込みをされたそうです。

午前10時から、ねこの手除雪応援隊員のサポー

トを受け、屋根から落下した雪を流雪溝に流す作

業を体験してもらいました。終了後は東忠での昼

食や錦鯉の里・サンプラザの見学の後、風船一揆の会場にご案内しました。

雪国の暮らし体験観光実施報告

歌声サロン 開催のご報告

講師に宮内ひろしさんと荒川澄恵さんをお迎えして、３年ぶりの歌声サロンを３月１１日

（土）に東栄会館を会場として開催いたしました。

令和２年１月以来の開催とあって、この間の宮内さんの活動の様子や、昨年足の怪我を

された際のご経験などをユーモアを交えたトークで参加者を和ませてくださいました。

プログラムは前半と後半に分かれ、それぞれの冒頭に宮内さんの「小樽のひとよ」や新曲

他をご披露いただいた後、昭和の歌謡コーラス曲や演歌など計１０曲を宮内さんのリードで

参加者に一緒に歌っていただきました。参加された皆さんは久しぶりに声を出して歌い、満

足していただいたようです。

～体験観光参加者とねこの手除雪応援隊員～
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